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は
あ
る
が
、
電
機
・
電
子
産
業
で
の
基
幹

的
な
生
産
技
能
労
働
者
は
、
工
業
高
校
を

中
心
と
す
る
新
卒
の
高
卒
者
で
あ
る
。

電
機
産
業
に
お
け
る
高
卒
新
卒
者
の
採

用
状
況
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
だ
け
を
追
い

か
け
た
統
計
デ
ー
タ
は
電
機
連
合
に
は
な

い
が
、
電
機
連
合
が
加
盟
組
合
を
対
象
に

実
施
し
て
い
る
「
賃
金
実
態
調
査
」（
毎
年

約
40
万
人
弱
分
を
調
査
）
を
代
用
し
て
分

析
し
て
み
た
い
（
本
分
析
で
は
簡
易
に
２

０
０
５
年
度
調
査
に
お
け
る
現
在
籍
者
よ

り
類
推
）。
賃
金
実
態
調
査
（
２
０
０
５
年

度
）
に
お
け
る
標
準
労
働
者
の
年
齢
分
布

よ
り
推
計
す
れ
ば
、
電
機
産
業
に
お
け
る

高
卒
技
能
者
の
採
用
は
、
１
９
９
２
年
の

５
０
４
０
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
き
て

い
る
（
現
時
点
の
在
籍
者
よ
り
の
類
推
で

あ
り
中
途
退
職
者
は
考
慮
し
て
い
な
い
）。

１
９
９
９
年
以
降
は
さ
ら
に
落
ち
込
み
、

03
年
に
は
２
４
０
名
ま
で
減
少
し
て
い
る

（
図
１
）
。
こ
う
し
た
高
卒
技
能
労
働
者
の

採
用
減
の
背
景
に
は
、
い
く
つ
か
の
要
因

が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一

つ
は
90
年
代
後
半
か
ら
本
格
化
し
た
が
、

中
国
を
中
心
と
す
る
海
外
へ
の
生
産
移
転

が
与
え
た
影
響
が
大
き
い
。
こ
の
他
に
も
、

90
年
代
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
、
製
造
現
場

で
の
業
務
請
負
等
の
活
用
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
03
年
に
お
け
る
急
激
な
採
用
抑
制

は
、
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
っ
て
２
０
０

２
年
３
月
期
に
電
機
・
電
子
産
業
を
襲
っ

電
機
・
電
子
産
業
の
も
の
づ
く
り
現

場
に
お
け
る
若
年
者
雇
用
の
状
況

実
感
は
伴
わ
な
い
も
の
の
戦
後
最
長
と

い
わ
れ
る
景
気
回
復
が
続
く
中
で
、
雇
用

環
境
も
じ
わ
り
じ
わ
り
と
改
善
が
続
い
て

い
る
。
厳
し
い
と
い
わ
れ
て
い
た
若
年
者

の
失
業
率
も
、
２
０
０
７
年
１
月
の
総
務

省
発
表
に
よ
れ
ば
、
２
０
０
６
年
平
均
で

は
15
歳
〜
19
歳
で
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
、
10
年
ぶ
り
に
10
％
を
下
回
る
９
・
４
％

と
な
っ
て
い
る
。
小
稿
で
は
、
電
機
・
電

子
産
業
に
お
け
る
、
も
の
づ
く
り
現
場
を

中
心
と
し
た
若
年
者
雇
用
に
ま
つ
わ
る
い

く
つ
か
の
課
題
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と

と
し
た
い
。

１.

電
機
企
業
に
お
け
る

高
卒
新
卒
入
社
者
の
採

用
実
績

電
機
・
電
子
産
業
の
製
造
現
場
で
、
も

の
づ
く
り
を
担
う
の
は
高
校
を
卒
業
し
て

入
社
し
て
く
る
若
者
た
ち
で
あ
る
。
参
加

年
齢
の
制
限
が
あ
る
技
能
五
輪
上
位
入
賞

を
目
指
し
て
中
卒
の
労
働
者
を
採
用
し
、

高
度
な
技
能
訓
練
を
行
う
企
業
も
一
部
に

●
電
機
連
合

総
合
研
究
企
画
室
（
電
機
総
研
）
室
長

新
谷

信
幸

し
ん
た
に
・
の
ぶ
ゆ
き

■
■
金
属
産
業
に
お
け
る
若
者
雇
用
の
状
況
■
■
■

産別報告 2 電 機 連 合■■
電
機
・
電
子
産
業
の
も
の
づ
く
り
現
場
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報
産
業
に
入
職
し
て
き
た
若
者
た
ち
の

「
雇
用
」
に
関
す
る
意
識
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

電
機
連
合
（
電
機
総
研
）
で
は
若
者
の

勤
労
観
を
捉
え
る
た
め
、
電
機
連
合
加
盟

組
合
の
若
者
を
対
象
に
２
０
０
３
年
６
月

に
「
若
年
層
に
お
け
る
仕
事
へ
の
意
欲
と

キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
調
査
」
を
実
施
し
て

い
る
（
20
歳
代
を
中
心
と
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
30
歳
代
に
つ
い
て
も
対
比
分
析

と
し
て
配
布
、
回
収
サ
ン
プ
ル
数
５
７
３

９
票
）。
こ
の
調
査
は
サ
ン
プ
ル
サ
イ
ズ
の

大
き
な
調
査
で
あ
り
属
性
別
の
分
析
が
可

能
で
、
ま
た
、
多
岐
に
わ
た
る
調
査
で
あ

る
が
、
紙
数
の
都
合
上
、
こ
こ
で
は
職
業

能
力
開
発
に
関
す
る
意
識
に
つ
い
て
の
み

み
て
み
る
。

自
分
自
身
の
職
業
能
力
に
つ
い
て
の
評

価
（「
あ
な
た
の
職
業
能
力
は
他
社
で
ど
の

程
度
通
用
す
る
と
思
う
か
」）
を
職
種
別
に

見
て
み
る
と
、
技
能
者
（
39
歳
以
下
）
の

４
割
強
が
、
自
分
の
職
業
能
力
は
他
社
で

は
「
通
用
し
な
い
」
と
考
え
て
お
り
、「
わ

か
ら
な
い
」
も
２
割
と
、
他
の
職
種
に
比

べ
て
高
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
（
図
２
）。

ま
た
、
仕
事
を
通
じ
て
の
能
力
開
発
に

つ
い
て
も
、「
現
在
の
仕
事
を
通
じ
た
能
力

た
未
曾
有
の
業
績
悪
化
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

電
機
連
合
賃
金
実
態
調
査

に
お
け
る
標
準
労
働
者
の
年

齢
別
分
布
グ
ラ
フ
は
、
も
う

一
方
で
電
機
産
業
の
一
般
社

員
層
に
お
け
る
人
員
構
成
上

の
課
題
も
浮
か
び
上
が
ら
せ

て
い
る
。

90
年
代
初
め
の
バ
ブ
ル
期

に
行
わ
れ
た
、
大
卒
を
中
心

と
し
た
大
量
採
用
の
結
果
、

特
定
年
齢
層
（
中
卒
・
高
卒

者
は
30
代
前
半
、
大
卒
者
は

30
代
後
半
）
の
集
中
が
み
ら

れ
、
そ
の
後
遺
症
と
し
て
、

そ
れ
以
降
の
新
卒
者
層
の
人

員
構
成
が
薄
い
と
い
う
状
況

が
見
え
て
く
る
。

２.

「
若
年
層
ア

ン
ケ
ー
ト
」
に

見
る
電
機
中

堅
・
若
年
技
能

者
の
意
識

前
述
の
よ
う
な
雇
用
環
境

の
中
で
、
電
機
・
電
子
・
情

《 図1》電機連合加盟組合の中・高卒技能者の採用人数の推移

《 図2》自分の職業能力の他社での通用度（男性、39歳以下）

資
料
出
所
‥
電
機
連
合「
賃
金
実
態
調
査
報
告
」

（
２
０
０
５
年
度
）
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開
発
は
困
難
」
と
す
る
技
能
者
の
回
答
は

６
割
と
他
の
職
種
と
比
べ
そ
の
割
合
が
高

い
（
図
３
）。
そ
の
理
由
と
し
て
、
す
べ
て

の
職
種
に
共
通
す
る
が
「
日
常
業
務
で
十

分
指
導
を
受
け
ら
れ
な
い
」
が
ト
ッ
プ
で

６
割
弱
。
次
い
で
「
職
場
に
人
を
育
成
す

る
雰
囲
気
が
な
い
」「
指
導
者
が
多
忙
で
十

分
指
導
が
で
き
な
い
」
な
ど
が
続
い
て
い

る
（
図
４
）。
２
０
０
７
年
問
題
と
し
て
技

能
伝
承
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、

技
能
者
の
能
力
開
発
の
課
題
が
見
え
て
く

る
。３.

非
典
型
雇
用
労
働
者

の
正
社
員
化
の
動
き
　

続
い
て
、
製
造
現
場
で
活
用
が
広
が
っ

て
い
る
非
典
型
雇
用
労
働
者
に
つ
い
て
み

て
み
る
。
非
典
型
労
働
者
は
若
年
者
が
多

い
が
、
正
社
員
へ
の
採
用
の
可
能
性
の
問

題
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
電
機
連
合

（
電
機
総
研
）
が
２
０
０
６
年
７
月
に
実
施

し
た
「
製
造
現
場
監
督
者
の
人
材
育
成
に

関
す
る
調
査
」（
電
機
連
合
加
盟
組
合
の
現

場
監
督
者
な
ど
個
人
調
査
３
５
５
５
票
、

事
業
所
調
査
２
５
２
票
回
収
）
で
は
、
電

機
・
電
子
産
業
の
製
造
現
場
で
急
速
に
進

む
請
負
社
員
活
用
な
ど
の
変
化
の
実
態
が

産別報告 2 電 機 連 合■■■
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わ
る
 

《 図3》現在の仕事を通じた能力開発の可能性（男性、39歳以下）

《 図4》仕事を通じた能力開発が困難な理由（男性、39歳以下、２つ以内選択）

資料出所‥電機連合「若年層における仕事への意欲とキャリアに関する調査」（2003年６月調査実施）
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浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
電
機
・
電
子
産

業
の
製
造
現
場
で
は
正
社
員
比
率
は
54
％

に
ま
で
低
下
し
、
そ
の
他
を
請
負
社
員
な

ど
の
非
典
型
雇
用
労
働
者
が
活
用
さ
れ
て

い
る
。

こ
う
し
て
増
加
し
て
き
た
請
負
社
員
な

ど
に
つ
い
て
、
同
調
査
で
は
活
用
元
企
業

の
正
社
員
と
し
て
の
採
用
の
動
向
や
、
今

後
の
人
材
活
用
方
法
を
聞
い
て
い
る
。
同

調
査
の
事
業
所
調
査
回
答
に
よ
れ
ば
こ
こ

５
、
６
年
で
「
請
負
社
員
な
ど
」（
製
造
現

場
へ
の
派
遣
も
含
む
）
を
正
社
員
と
し
て

採
用
し
た
事
業
所
は
３
割
弱
（
69
事
業
所
）

と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
新
卒
投
入
を
抑

制
し
「
正
社
員
の
採
用
が
な
か
っ
た
」
と

い
う
事
業
所
も
１
割
弱
あ
る
。

ま
た
、
事
業
所
に
採
用
さ
れ
た
正
社
員

に
占
め
る
、
請
負
社
員
な
ど
の
比
率
も
聞

い
て
い
る
。
図
５
で
は
請
負
社
員
な
ど
を

採
用
し
た
事
業
所
に
お
い
て
、
採
用
者
総

数
に
占
め
る
請
負
社
員
な
ど
の
割
合
は
、

「
１
割
以
下
」
が
７
割
（
48
社
）
と
最
多
で

あ
る
が
、
３
割
以
上
は
14
％
強
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
請
負
社
員
な
ど
を
正
社
員
に

採
用
す
る
今
後
の
予
定
に
関
し
て
は
、
正

社
員
に
採
用
す
る
予
定
は
「
な
い
」
が
４

割
弱
の
一
方
、「
優
秀
な
人
材
で
あ
れ
ば
採

用
を
考
え
る
」
が
４
割
強
と
、
請
負
活
用

事
業
所
が
か
な
り
の
割
合
で
正
社
員
へ
の

採
用
に
前
向
き
な
姿
勢
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

請
負
社
員
な
ど
の
今
後
の
人
材
活
用
方

式
に
つ
い
て
は
、「
請
負
社
員
な
ど
が
長
く

勤
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
」（
複
数
回
答

40
・
９
％
）、「
請
負
社
員
の
常
駐
リ
ー
ダ
ー

を
活
用
す
る
」（
40
・
５
％
）
に
な
ら
ん
で
、

「
働
き
ぶ
り
が
よ
い
請
負
社
員
な
ど
を
正
社

員
と
し
て
採
用
す
る
」
が
４
割
弱
あ
る
。

自
動
車
産
業
で
は
期
間
工
な
ど
の
直
接

雇
用
の
有
期
契
約
社
員
か
ら
正
社
員
へ
の

登
用
比
率
を
高
め
て
い
る
よ
う
だ
が
、
電

機
産
業
に
お
い
て
も
２
０
０
６
年
の
10
月

か
ら
年
末
に
か
け
て
報
道
さ
れ
た
「
偽
装

請
負
」
問
題
に
よ
る
影
響
も
あ
り
、
優
秀

な
請
負
社
員
か
ら
正
社
員
に
登
用
さ
れ
る

ケ
ー
ス
は
今
後
増
加
し
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
る
。

電
機
・
電
子
産
業
の
も
の
づ
く
り
現
場

1割以下 
69.6

1－2割程度 
15.9

3－5割程度 
8.7

5割以上 
5.8

《 図5》採用した正社員のうち、
請負社員などからの採用はどのくらいか

資料出所‥電機連合「製造現場監督者の人材育成に関する調査
（事業所調査）」N=69事業所


